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わが国にかぎらず、社会保障法は労働者の生活保障の重要な一環として発展してきたものであるから、その労働者
の生活基盤たるその国の一雇用慣行あるいは一雇用構造に深く関わり、それらを前提として展開されるとともに、そられ
の変化に影響を受けることは当然のことである。例えば、その国の一雇用構造が高年齢構造をとっており、若年失業者１
一
自
立
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性
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働
者
の
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出
と
社
会
保
障
法
二
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国
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と
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三
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に
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じ
め
に
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さらに重要なことは、例えばその国の年金の水準や支給開始年齢がその国における労働者の引退年齢を決定すると
いったように、社会保障が逆にその国の一雇用構造に影響を及ぼすこともあり得る。
本論では、わが国における最近の主要な一雇用構造の変化のうちとくに社会保障法に関係の強いと見られる自立志向
女性労働者の進出、外国人労働者の増加、高齢就労者の進出の三点に絞り、それらが社会保障法にいかなる影響を与
え
、
い
か
な
る
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
、
ま
た
そ
こ
に
い
か
な
る
新
し
い
法
理
や
法
構
造
を
生
み
出
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
生
み
出
す
べ
き
か
、
ま
た
逆
に
そ
れ
ら
社
会
保
障
法
の
対
応
が
雇
用
構
造
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
る
か
を
、
概
括
、
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
（二自立志向女性労働者進出とその社会保障法への影響の諸側面
一雇用労働者中に女性の占める割合は時代とともに進展し、とくに最近その動向を強めている。総務庁・労働力調査
では、一九六五年には、一一一一・七％（実数で九一一一一万人）であったのが一九九○年には一一一七、九％（実数で一八四一一一
万人）となって、その時点での景気の影響を受けながらも、着実に増加している。同調査はさらに八九年には有配偶
女
子
の
五
八
・
五
％
が
雇
用
労
働
者
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
世
界
的
に
も
不
動
の
動
（２）
向
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
現
に
雇
用
労
働
者
中
、
女
性
が
ほ
ぼ
四
割
を
占
め
る
に
至
っ
て
お
り
、
近
い
将
来
男
女
半
々
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
出
す
べ
き
か
、
（１）
とする。
な
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
が多いときは高年齢者の引退を容易にする年金構造が導かれるし、高失業率国では失業保障に重点が置かれることに２
自
立
志
向
女
性
労
働
者
の
進
出
と
社
会
保
障
法
し
た
が
っ
て
同
じ
女
性
労
働
者
で
も
従
来
か
ら
の
女
性
労
働
者
と
は
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。
従
来
の
女
性
の
就
労
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
結
婚
前
の
短
期
的
就
労
か
、
主
婦
の
場
合
は
家
計
補
充
的
就
労
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
従
来
か
ら
の
性
別
役
割
分
（３）
担が存在し、男性や夫に対する従属を前提としたものであった。しかし、最近における結婚、妊娠・出産による退職
（４）
（５）
（６）
法者割合の低下、有配偶女性の就労割〈口および家計収入に占める妻の収入割合の増加、女性管理職の増加、女性の子育
鵬て後の就労復帰希望者の増加とそれに対応する再一雇用制度普及率上昇などの現象は女性の生涯就労志向を強く示して
（７）
〈室社おり、もはや短期的、家系補充労働ｌもちろん現在でも存在するであろうがｌではなくなりつつあるのである。
と化この女性の意識変化をくつの角度から裏付けるのが女性の側からの伝統的性別役割分担の拒否である。九○年の総
噸理府「女性に関する世論調査」によれば、伝統的性別役割分担に同感しない者の割合は、七九年には三四・一一％であ
雛ったのが九○年調査では四一一一・一一％に上昇している。 （８）
用雇このような女性の就労に関する意識変革を支えるものは、客観的要因としては、経済の好況による人手不足、経済
の近のソフト化、サーヴィス化による女性に適した仕事の増加があるが、なんといっても基底的な要因は女性の一同学歴化
最に象徴される女性意識の向上、それとパラレルに進展する労働権を含めた男女平等原理の発展という主観的要因であ
こ
と
自
体
、
い
ま
ま
で
男
性
を
念
頭
に
お
い
て
構
成
し
て
き
た
被
用
者
保
険
と
し
て
の
社
会
保
障
法
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
最
近
に
お
け
る
こ
の
女
性
労
働
者
の
労
働
市
場
へ
の
め
ざ
ま
し
い
進
展
は
単
に
女
性
労
働
者
の
量
的
進
展
だ
け
で
は
な
く
、
男
性
か
ら
の
自
立
を
志
向
し
、
社
会
進
出
を
目
指
す
女
性
労
働
者
、
意
識
面
に
お
い
て
男
性
と
対
等
の
関
係
の
確
立を求める女性労働者としての労働市場への参入であることである。この女性の自立的社会進出において、その就労
は
、
自
ら
が
夫
に
気
兼
ね
す
る
こ
と
な
く
自
由
に
処
分
で
き
る
所
得
獲
得
を
ね
ら
い
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
も
っ
と
も
重
要
な
位
置
を
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
３
こ
の
よ
う
に
し
て
、
現
代
女
性
は
家
族
と
自
立
的
就
労
と
の
矛
盾
関
係
の
な
か
に
お
か
れ
つ
つ
、
前
者
を
犠
牲
に
し
て
後
者
を
志
向
す
る
。
そ
の
目
標
は
男
性
と
同
じ
典
型
的
労
働
へ
の
就
労
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
者
の
た
め
に
や
む
を
え
ず
妥
協
し
、
結
局
は
そ
の
志
に
反
し
て
、
女
性
の
就
労
形
態
は
非
典
型
化
し
、
ま
た
多
様
化
し
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
そ
の
他
の
短
時
間就労、臨時的、一時的就労、在宅就労（家内労働を含む。）、子育て後の再就労など、とくに主婦に多くみられる非
（９）
典
型
就
労
形
態
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
不
安
定
労
働
で
あ
り
ま
た
昇
進
の
可
能
性
の
な
い
労
働
で
あ
る
。
自
立
士
心
向
の
女
性
に
と
っ
て
は
な
ん
と
い
っ
て
も
男
性
と
同
様
の
典
型
労
働
へ
の
就
労
が
望
ま
し
い
が
、
育
児
、
介
護
そ
の
他
の
家
庭
責
任
が
事
実
上
女
性
に
負
わ
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
不
安
定
な
就
労
形
態
に
甘
ん
じ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
女
性
の
自
立
的
就
労
意
欲
の
向
上
は
、
女
性
の
非
典
型
労
働
Ⅱ
不
安
定
就
労
形
態
の
増
加
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
。
一
方
に
お
い
て
自
立
志
向
の
女性労働者の増加、他方においてその現実的結果としての非典型労働の増加、このあい矛盾する事態に社会保障法は
こ
こ
か
ら
晩
婚
化
、
離
婚
率
上
昇
、
結
婚
率
低
下
・
独
身
女
性
増
加
、
出
生
率
低
下
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
社
会
保
障
法
が
新
た
に
対
応
す
べ
き
社
会
現
象
が
生
起
す
る
が
、
本
論
に
お
い
て
と
く
に
関
係
を
も
つ
の
は
、
従
来
の
性
別
役
割
分
担
関
係
Ⅱ
女
性
は
家
庭
、
の
う
え
に
な
り
た
っ
て
い
た
家
庭
が
女
性
（
主
婦
）
不
在
と
な
り
、
従
来
の
最
小
単
位
の
生
活
共
同
体
と
し
て
の
家
族
を
崩
壊
せ
し
め
て
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
か
ら
核
家
族
化
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
が
、
最
近
の
女
性
意
識
の
変
化
は
女
性
を
家
庭
外
の
労
働
市
場
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
核
家
族
を
も
崩
壊
せ
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
い
ま
ま
で
女
性
が
は
た
し
て
い
た
育
児
、
介
護
機
能
が
家
庭
か
ら
消
滅
し
、
深
刻
な
事
態
を
生
ず
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
動
向
と
そ
の
根
源
に
あ
る
右
の
女
性
の
意
識
変
革
は
、
い
ま
ま
で
低
か
っ
た
女
性
の
地
位
の
向
上
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
優
先
的
価
値
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
る。い
◎
４
（
１
）
検
討
の
基
本
的
視
点
社
会
保
障
法
の
観
点
か
ら
も
、
右
の
よ
う
な
女
性
の
自
立
的
就
労
志
向
を
尊
重
し
、
こ
れ
を
助
長
す
べ
き
こ
と
は
も
は
や
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
志
向
を
導
い
た
い
ま
ま
で
の
男
性
に
対
す
る
女
性
の
地
位
の
低
さ
は
そ
れ
自
体
近
代
的
法
原
理
た
る
男
女
平
等
原
則
に
反
す
る
。
この男女平等原則は、男女機会、待遇均等の原則（向□巨巴ごｏｍｏ弓・『皀已ご四目目『①皀曰①口重・『言のロ四目三・日①目）
と
し
て
、
右
の
女
性
の
意
識
の
進
展
と
パ
ラ
レ
ル
に
、
国
際
的
規
模
で
発
達
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
最
初
は
労
働
法
領
域
に
お
い
て
労
働
条
件
に
つ
い
て
の
狭
義
の
男
女
機
会
、
待
遇
の
均
等
の
原
則
か
ら
出
発
す
る
。
男
性
労
働
者
に
対
す
る
女
性
労
働
者
の
地
位
の
い
わ
れ
法
な
き
低
さ
に
対
し
、
人
権
に
お
け
る
男
女
平
等
の
原
理
か
ら
出
た
も
の
で
あ
っ
て
、
国
内
法
で
は
憲
法
一
四
条
、
二
四
条
に
規
定
さ
れ
て
障保
い
る
が
、
明
確
な
形
で
国
際
的
文
書
と
し
て
出
る
の
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
フ
ィ
ア
宣
言
（
’
九
四
四
年
、
二
項
ａ
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
雌で、国連憲章（一九四五年、前文二段、一条三項、一三条一項ｂ、五五条ｃ）、世界人権宣言（一九四八年、前文一段、
と化五段、｜条、三条一項）と理念的宣一一一一口規定があらわれ、さらに具体的な規範設定として、ＩＬＯ「男女同一労働同一
噸賃金に関する条約」（一○○号条約、一九五一年）、同「家庭責任を持つ女性の雇用に関する勧告」（一二一一一号勧告、｜
縦九六五年）などがで、また抽象的ながらも批准国に法的効力を有する国連「国際人権規約」（Ａ規約「経済的、社会的
駅及び文化的権利に関する国際規約」（一一条一一項）、Ｂ規約「市民的及び政治的権利に関する国際規約」（一一条一項）一九
血六六年、わが国は一九七九年批准）が採択される・
最
こ
れ
ら
は
一
雇
用
や
労
働
条
件
に
つ
い
て
の
み
、
い
わ
ば
機
械
的
、
形
式
的
な
狭
義
の
男
女
平
等
実
現
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
（
二
）
社
会
保
障
法
の
対
応
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
５
こ
の
よ
う
な
過
程
の
な
か
で
浮
か
び
上
が
っ
た
の
が
家
庭
責
任
男
女
共
同
責
任
原
理
で
あ
る
。
こ
れ
は
女
性
の
就
労
そ
の
他
の
社
会
進
出
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
従
来
の
性
別
役
割
分
担
か
ら
、
女
性
に
育
児
、
介
護
な
ど
の
家
庭
責
任
が
負
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
原
因
（皿）
と
の
分
析
か
ら
、
こ
れ
を
女
性
の
み
な
ら
ず
、
男
性
も
負
う
べ
き
も
の
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
一
五
六
号
条
約
と
一
六
五
勧
告
は
その原理のもとでとられるべき措置を具体的に規定したものであるが、それは男性側の責任負担のみならず、㈹職業
訓練その他就業保障措置、Ⅲ労働時間、交替制労働、配置転換、育児休暇、看護休暇など一般労働条件改善措置、何
児
童
保
育
、
家
事
サ
ー
ヴ
ィ
ス
や
施
設
の
提
供
、
促
進
、
と
い
う
労
働
法
上
の
諸
措
置
の
ほ
か
、
④
社
会
保
障
に
関
し
て
は
、
①
必
要
な
場
合
に
お
け
る
社
会
保
障
給
付
の
家
族
責
任
労
働
者
へ
の
提
供
、
②
育
児
・
介
護
期
間
中
の
所
得
保
障
、
③
提
供
さ
れ
た
雇
用
の
拒
否
に
告（’六五号勧告）を採択する。
七五年の国際婦人年を契機としてこの規範原理に飛躍的な展開がなされる。それは国際婦人年のテーマが、男女平等６
のほか女性の社会の全面的発展への参加、国際平和への貢献を掲げていることから知られるように、女性の社会進出、
社会貢献という一段高い理念のもとで、男性から自立し、男性と対等に労働その他の社会活動に従事する女性像の確
立
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
現
れ
た
女
性
像
は
も
は
や
労
働
条
件
の
み
で
は
な
く
、
全
人
格
的
な
自
立
を
と
げ
、
男
性
と
実
質
的
に
平
等
な
女
性
で
あ
る
。
こ
の
国
際
婦
人
年
の
趣
旨
を
う
け
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
で
は
「
女
性
労
働
者
の
機
会
お
よ
び
待
遇
の
均
等
に
関
す
る
宣
言」、「女性労働者の機会および待遇の均等を捉進するための行動計画」が、国連では「女性の平等と開発と平和への
寄与に関する宣言」（メキシコ宣一一一一口）、「世界行動計画」がそれぞれ採択された。メキシコ宣言では右の趣旨から政治、
経済、社会、教育、文化など広範な範囲にわたって規定が設けられたものであったが、その後女性の進出がこれらの
宣言や計画どうりに進んでいないとの判断から、国連は一九七九年、「女子差別撤廃条約」（わが国も批准）を採択し、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
も
八
一
年
、
「
家
族
的
責
任
を
有
す
る
労
働
者
の
機
会
均
等
お
よ
び
平
等
待
遇
に
関
す
る
条
約
」
二
五
六
号
条
約
）
と
同
名
の
勧
（
２
）
女
性
の
非
典
型
労
働
形
態
Ⅱ
不
安
定
就
労
形
態
法
本
来
こ
の
よ
う
な
就
労
形
態
は
ゆ
く
ゆ
く
解
消
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
は
現
実
問
鵬題としてはこれが存在することを前提として、きよくりよくその不安定さを是正することの検討が求められている。
雌前述のような非典型労働に共通する社会保障法上の問題として重要なものは、適用関係の不明確さ、在職中の賃金
と
（皿）
化
が
低
い
こ
と
と
勤
続
期
間
の
短
い
｝
」
と
か
ら
所
得
比
例
、
期
間
比
例
型
給
付
の
給
付
水
準
の
低
さ
、
短
期
的
就
労
と
な
る
こ
と
か
ら
と
く
城に長期給付受給要件が欠けることが多いことである。
雛まず被用者保険の適用関係については、非典型労働のなかには労災保険を除きパート（通常の労働時間の四分の一一一
駅以下の者）には適用がなく、また内職的家内労働者のように明確に不適用の場合もある（労災保険法の場合は、特別
の近加入制度がある（法二七条五号、規則四六条の一八第一一一号）。が、一般の在宅勤務のような場合、はたして適用がなさ
最
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
そ
の
疑
問
は
一
時
的
臨
時
的
就
労
形
態
に
は
さ
ら
に
強
い
。
ま
た
法
的
に
は
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
て
対
す
る
失
業
給
付
不
支
給
措
置
の
場
合
の
家
族
責
任
労
働
者
へ
の
配
慮
が
規
定
さ
れ
て
い
て
、
女
性
の
就
労
、
社
会
進
出
確
保
の
た
め
の
社
会
全
体
の
責
任
負
担
の
性
格
が
強
く
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
さ
き
に
み
た
事
態
に
対
す
る
社
会
保
障
法
の
対
応
の
基
本
と
な
る
も
の
は
、
以
上
の
よ
う
に
歴
史
的
に
発
展
を
遂
げてきた女性労働者についての社会保障法理ｌ狭義の形式的平等から広義の全人格的平等（自立保障）、さらに家族責
任
男
女
共
同
負
担
ｌ
で
あ
る
。
社
会
保
障
法
は
こ
こ
に
お
い
て
も
、
も
は
や
単
な
る
生
活
保
障
で
は
な
く
な
り
、
こ
の
女
性
の
高
度
の
社
会的次元における自立性確保のための役割が担わせられていることを銘記しておかなければならない。
以
下
、
こ
の
観
点
を
ベ
ー
ス
に
お
い
て
、
前
述
の
二
つ
の
側
面
に
つ
い
て
概
括
的
な
が
ら
検
討
す
る
。
７
（３）女性労働者の自立性確保
従来からの性別役割分担を前提に男性労働者を念頭において発達してきた社会保障法は、単純な平等の観点からも
い
ま
だ
多
く
の
問
題
点
を
含
ん
で
い
る
。
年
金
制
度
を
と
っ
て
み
て
も
、
基
礎
年
金
は
女
性
に
も
独
立
に
確
保
さ
れ
た
が
、
勤
労
者
の
場
合、主婦には厚生年金に相当するものがないことはなんといっても大きな問題である。将来的には主婦としての労働
Ⅱ
家
事
に
も
夫
と
同
様
の
労
働
と
し
て
の
価
値
を
認
め
て
ｌ
し
た
が
っ
て
独
立
の
拠
出
も
認
め
て
ｌ
夫
同
様
の
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
と
し
て
扱
う
こ
と
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
遺
族
年
金
に
つ
い
て
は
夫
の
ほ
う
が
受
給
要
件
が
厳
し
く
、
逆
差
別
の
関
係
が
（Ｍ）
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
逆
差
別
は
、
女
性
の
自
立
性
の
観
点
か
ら
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
問
題
は
男
女
差
も
、
事
実
上
適
用
‐
多
い
と
み
ら
れ
る
。
低賃金については女性全般の問題で、基本的には男女同一労働同一賃金の原則（労基法四条）の適用の問題である
（肥）
が、社会保障法上は最低保障額の引上げ、さらに所得比例制自体、検討されるべき｝」とになる。
勤続期間の短さ、さらに就労の断続性は長期給付制にとっては致命的である。この断続は主として育児、介護によ
るものであるから、なんらかの克服の道が検討されなければならない。女性に自立的就労保障の観点からはもとより、
と
く
に
育
児
は
、
今
後
の
少
産
化
社
会
に
お
け
る
貴
重
な
人
材
確
保
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
社
会
的
に
評
価
さ
れ
、
か
つ
保
障
さ
れ
る
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
な
ん
ら
か
の
形
で
就
労
が
継
続
し
て
い
る
と
み
な
し
、
あ
る
い
は
欠
落
期
間
の
補
（旧）
項
を
な
す
努
力
が
各
国
で
な
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
育
児
、
介
護
期
間
は
社
会
的
に
保
障
さ
れ
る
よ
う
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
｝
」
の
点
で
わ
が
国
は
大
変
遅
れ
て
い
る
。
事実上適用もれとなっている場合、さらに適用されていても資格期間を満たさないことにより欠格となる場合が８
法
率
は
八
八
年
で
一
九
・
一
訂
障保
し
て
い
る
（
労
働
省
、
「
昭
今云社所
得
保
障
制
度
の
要
占
仰
と化休
職
前
賃
金
の
六
割
、
財
一
変の
国
の
例
は
多
様
で
、
全
額
朧（スエーデン）など、あ
駅度の延長として、健康幅
の近し
て
使
用
者
と
国
庫
の
負
』
最方式などが考えられる。
こ
の
制
度
と
し
て
わ
が
国
で
も
育
児
休
業
法
が
九
二
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
出
生
児
が
満
一
歳
に
な
る
ま
で
、
両
親
が
休
暇
を
取
得
で
き
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
罰
則
規
定
は
な
く
、
さ
ら
に
所
得
保
障
が
な
い
こ
と
が
致
命
的
で
あ
る
。
し
か
し
所
得
保
障
は
ゆ
く
ゆ
く
導
入
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
労
働
省
は
雇
用
保
険
財
源
を
用
い
る
方
向
で
検
討
中
と
い
わ
れ
る
。
民
間
企
業
に
お
い
て
は
す
で
に
実
施
率は八八年で一九・二％に達し（介護休暇制度は一一一一・六％、労働省、「女子雇用管理基本調査」）、四・四％が有給と
している（労働省、「昭和六二年度育児休業制度実態調査結果報告」）。
所
得
保
障
制
度
の
要
点
は
、
保
障
期
間
、
保
障
額
、
財
源
の
三
点
で
あ
る
。
労
働
省
の
当
初
の
構
想
は
、
保
障
期
間
一
年
、
保
障
額
は
（順）
休職前賃金の六割、財源は一雇用保険中の一一一事業であった。財源が一二事業ということは全額事業主負担を意味する。各
国の例は多様で、全額国庫負担（ドイツ）、家族手当制度・使用者負担（フランス）、使用者（八○％）と国庫負担
（
ス
エ
ー
デ
ン
）
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
が
存
し
て
い
る
。
わ
が
国
の
場
合
、
既
存
の
制
度
と
の
関
係
で
み
れ
ば
、
出
産
、
育
児
手
当
金
制
度
の
延
長
と
し
て
、
健
康
保
険
で
処
理
す
る
方
法
ｌ
し
た
が
っ
て
、
労
使
と
国
庫
の
負
担
ｌ
、
労
働
者
に
つ
い
て
の
児
童
手
当
の
延
長
と
し
て
使
用
者
と
国
庫
の
負
担
方
式
、
｜
般
国
民
に
つ
い
て
の
児
童
手
当
と
同
様
の
全
額
公
費
負
担
方
式
、
継
続
一
雇
用
促
進
と
し
て
労
働
省
別
一
般
の
問
題
で
、
雇
用
構
造
と
の
関
係
を
論
ず
る
本
論
の
範
囲
を
越
え
る
の
で
、
以
下
で
は
女
性
労
働
者
の
自
立
性
確
保
の
た
め
の
直
接
的
制
度
と
し
て
の
育
児
、
介
護
期
間
中
の
所
得
保
障
の
問
題
に
絞
る
こ
と
と
す
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
い
ま
や
絶
対
的
命
題
で
あ
る
女
性
の
自
立
的
就
労
確
保
（
Ⅱ
継
続
就
労
保
障
）
と
従
来
女
性
の
責
任
と
さ
れ
て
き
た
育
児
、
介
護
と
を
ど
の
よ
う
に
調
整
す
る
か
に
つ
い
て
の
一
応
の
結
論
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
’
五
六
条
約
、
一
六
五
勧
告
で
示
め
さ
れ
た
が
、
そ
の
実
現
の
も
っ
と
も
有
力
な
手
段
と
し
て
男
女
の
育
児
、
介
護
休
暇
制
度
が
あ
り
、
そ
の
間
の
所
得
保
障
が
社
会
保
障
法
の
か
か
わ
る
部
分
である。
９
育
児
手
当
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
女
性
労
働
者
の
自
立
性
確
保
の
観
点
か
ら
は
介
護
手
当
も
な
け
れ
ば
片
手
落
ち
で
あ
る
。
労
働
省
（脂）
は
九
一
一
年
五
月
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
て
企
業
の
導
入
促
進
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
途
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
が
、
自
立
助長の観点からは、この二つでこと足りるものではない。さきにみたＩＬＯ一六五勧告に示されているよに、私的、
公
的
育
児
施
設
、
介
護
施
設
の
拡
充
、
企
業
に
お
け
る
労
働
条
件
の
改
善
が
不
可
欠
で
あ
る
。
要
は
、
制
度
の
本
質
を
い
か
に
捉
え
る
か
で
あ
る
が
、
人
手
不
足
基
調
の
も
と
で
の
女
性
労
働
力
確
保
で
あ
れ
ば
労
働
省
方
式
、
女
性
労
働
者
の
自
立
促
進
で
あ
れ
ば
、
社
会
全
体
で
と
り
組
む
べ
き
も
の
と
し
て
公
費
負
担
、
さ
ら
に
重
要
な
視
点
と
し
て
、
少
産
化
傾
向
の
も
と
で
の
出
産
、
育
児
助
長
で
あ
れ
ば
、
社
会
全
体
の
負
担
と
し
て
公
費
負
担
と
な
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
単
な
る
労
働
者
福
祉
で
は
な
く
、
高
度
の
社
会
的
目
的
か
ら
で
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
労
働
者
自
身
に
負
担
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
結
局
、
そ
の
性
格
を
単
純
に
割
り
切
る
こ
と
は
で
き
ず
、
複
合
的
性
格
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
私
見
と
し
て
は
自
立
助
長
の
ほ
か
出
産
、
育
児
助
長
を
強
調
し
た
く
、
ま
た
い
ず
れ
に
せ
よ
使
用
者
は
反
射
的
利
益
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
公
費
負
担
と
使
用
者
負
担
、
し
た
が
っ
て
、
負
担
者
の
構
成
と
し
て
は
現
在
の
労
働
者
に
つ
い
て
の
児
童
手
当
財
源
負
担
関
係
と
同
一
と
な
る
。
額
は
公
費
が
入
る
関
係
で
、
〔小括〕
以
上
の
よ
う
に
、
近
年
に
お
け
る
女
性
労
働
者
の
増
加
は
、
単
に
量
的
増
加
で
は
な
く
、
女
性
の
社
会
の
発
展
や
世
界
平
和
へ
の
貢
献
と
い
う
高
い
次
元
に
お
け
る
社
会
進
出
の
一
環
と
し
て
男
性
と
対
等
の
立
場
を
求
め
る
と
い
う
自
立
志
向
労
働
者
の
労
働
市
場
へ
の
登
場
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
の
雇
用
構
造
の
変
化
で
あ
り
、
そ
れ
へ
の
社
会
保
障
法
の
対
応
は
そ
の
女
性
の
自
立
性
確
保
と
い
う
新
た
な
法
理
ｌ
も
っ
と
も
端
的
に
は
家
庭
責
任
男
女
共
同
責
任
負
担
法
理
ｌ
を
生
み
だ
し
、
そ
れ
が
逆
に
一
雇
用
構
造
へ
フ
ィ
ー
ド
・
バ
ッ
ク
さ
れ
て
そ
れ
っ
て
、
負
担
者
の
構
成
，
均
一
と
す
べ
き
で
あ
る
。
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最近の雇用構造の変化と社会保障法
を
規
制
す
る
と
い
う
現
象
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
現
実
に
は
、
い
ま
だ
家
庭
責
任
は
女
性
の
負
担
す
る
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
が
社
会
進
出
の
妨
げ
と
な
り
、
女
性
の
非
典
型
労
働
Ⅱ
不
安
定
労
働
へ
の
や
む
な
き
就
労
と
い
う
現
象
を
生
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
当
面
は
こ
の
状
態
に
対
し
て
社
会
保
障
法
が
い
か
に
対
応
す
る
か
が
課
題
と
な
る
が
、
こ
の
場
合
で
も
、
女
性
に
自
立
確
保
と
い
う
法
理
を
基
礎
と
し
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
（４）労働省「女子雇用管理基本調査結果報告」によれば、妊娠・出産による退職者数の割合は一九六○年には三八・九％で
あ
っ
た
の
が
八
八
年
に
は
三
一
・
四
％
に
低
下
し
て
い
る
。
ま
た
結
婚
に
よ
る
退
職
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
ー
は
少
な
い
が
、
労
働
省
「
雇
用
動向調査」によれば八八年には九・四％であったのが九○年には八・三％に低下している。
（５）総務庁「労働力調査」では、有配偶女子の就労率は一九六五年には三八・六％であったのが八九年には五八・五に上昇
している。勤労者世帯の家計収入に占める妻の収入の割合は、総務庁「家計調査」によれば、一九六五年には四・三％
であったのが九○年には八・五％に上昇している。
（６）総務庁「労働力調査」では、一九七五年と八九年の間に女性の占める比率が上がっているのは、労務作業者（九・｜ポ
イント）、事務従事者（八・五ポイント）、農林漁業従事者（四・八ポイント）、技能工・生産工程作業者（四・六ポイ
〆■、
注
、＝〆
（１）本論は、法政大学現代法研究所の共同研究「雇用構造の変化と社会法」での私の研究担当部分である。
（２）○両ＣＣ加盟国としては一九五○年には一一一一・四％であったものが八○年には一一一八・七に上昇している。少目①二日】の
因『◎８ｍ》少目①三四国①●＆」］・巨〆》二巳巨已の○℃①（》《《言・日のロ囚己、。ｎ国一ｍの、こ『ご雪自ＰＣ》』①①Ｃ・ロ」・本書は、各国の動向
を詳細に紹介しており、本論はこれに負うところが大きい。本論で紹介する外国の立法例は主としてこれによる（以下、
単に《《閂ＦＱｏｐ・の再三として引用）
（３）従来の性別役割分担をただちに女性の男性への従属関係と捉えることは短絡的であろう。この役割分担においても女性
は
十
分
自
立
的
、
主
体
的
立
場
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
現
実
に
は
結
局
、
所
得
の
直
接
的
稼
得
者
の
立
場
が
優
越
す
るのが一般的である。
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ン卜）、管理的職業従事者（二・五ポイント）、保安職業・サービス職業従事者（○・六ポイント）である。
（７）厚生省人口問題研究所「第九次出産力調査（夫婦調査と、厚生省「人口動態統計」（一九八九）による学校卒業後就業
し
た
女
性
の
意
識
調
査
で
は
、
結
婚
に
よ
る
退
職
希
望
者
四
一
・
八
％
、
結
婚
後
も
就
業
希
望
者
五
八
・
二
％
で
あ
る
が
、
前
者
の
う
ち
子
育て後の再就職希望者は一一三・七％で、結局結婚あるいは出産によって就業を希望しない者の割合は、一一一一一・｜％にと
どまって、女性の生涯就労志向が一般化していることを示している。他方、労働省の女子雇用管理基本調査によれば、
全国の女性再雇用制度の普及率は、一九八五年には五・六％であったのが八九年には一六・六％と急激に上昇している。
ま
た
、
八
九
年
の
総
理
府
の
調
査
「
女
性
の
就
業
に
関
す
る
世
論
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
結
婚
、
出
産
後
の
就
業
継
続
希
望
者
と
再
就
業
希
望
者
を
合
わ
せ
た
割
合
は
、
八
三
年
で
は
七
一
・
八
％
で
あ
っ
た
の
が
八
九
に
は
一
六
・
六
％
に
急
激
に
上
昇
し
て
い
る
。
（８）東京都の「女性白書九二」でも、伝統的性別役割分担に同調しない者の割合は四四・三％である。
（９）国際的にも指摘されていることである。閂ＰＣ・ロ・口戸皀・』①‐圏わが国の女性パートタイマーは、総務庁「労働力調
査」では、七一年には二六六万人、女性雇用者に対する割合は一九・一一％であったのが九○年には実数五○｜万人、割
合
二
七
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
在
宅
就
労
者
は
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
使
う
作
業
で
、
デ
ー
タ
入
力
、
シ
ス
テ
ム
設
計
、
分
析
、
プ
ロ
ム
ラ
ミ
ングなどであり、労働省の調査（九二年四月）によれば在宅就労者の九四・六％は既婚女性、うち八五・六％は子持ち
である。現に在宅就労制度をとっている企業は八・六％、検討中、二一・七％、予定している、四・六％となっている。
固有の家内労働者は、九○年度・労働省「家内労働概況調査」では、総数は、九○万三、四○○人、うち女性九一一一・五
％、内職的家内労働者九三・四％となっているが、七○年代はじめには総数一八○万人と比べると減少傾向にある。女
性
再
就
職
率
の
上
昇
に
つ
い
て
は
、
労
働
省
婦
人
局
「
婦
人
労
働
の
実
情
」
（
平
成
三
年
版
）
三
五
頁
以
下
参
照
。
こ
こ
で
は
わ
が
国
の
女
性
の
労
働
力
率
は
い
わ
ゆ
る
Ｍ
字
型
で
あ
る
が
、
若
い
コ
ー
ホ
ー
ト
ほ
ど
子
育
て
後
の
再
就
職
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
若
い
女
性
層
ほ
ど
本
文
で
指
摘
し
た
自
立
志
向
の
高
い
こ
と
の
一
つ
の
証
拠
と
見
て
も
よ
か
ろ
う
。
（、）すでに国連、メキシコ宣言では「女性と男性は家族と社会において平等の権利と責任をもっている。男女間の平等は社
会の基礎単位であり、人間関係が育てられる場である家族の中で保証されるべきである。女性が自らの社会の活動にも
っと集中的に参加できるようにするために、両パートナーの家庭と仕事の可能性を効果的に結合するために、家族の健
1２
最近の雇用構造の変化と社会保障法
（
二
わ
が
国
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
問
題
の
登
場
単
純
労
働
目
的
で
の
入
国
を
認
め
て
い
な
い
わ
が
国
で
あ
り
な
が
ら
、
欧
米
先
進
国
や
石
油
産
出
国
と
同
じ
よ
う
に
わ
が
国
も
多
数
の
外
国
人
労
働
者
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
入
国
を
い
か
に
禁
止
し
て
も
、
わ
が
国
の
経
済
の
好
調
が
あ
る
か
ぎ
り
経
済
の
発
展
段
階
の
低
い
国
か
ら
の
入
国
を
止
め
よ
う
が
な
い
。
現
に
不
正
規
入
国
者
は
二
○
万
人
と
い
わ
れ
、
数
と
し
て
は
わ
が
国
の
総
一
雇
用
労
働
人
口
五
全な発展を図るため、男性は家族生活にもっと積極的に創造性と責任をもって参加すべきである」（五項）としている。
（、）労働省「賃金構造基本統計調査」によると、女性パートの勤続年数は、’九八○年には三・一一一年であったのが、九○年
に
は
四
・
五
年
と
伸
長
の
傾
向
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
短
い
。
（Ｅ）フランス一九八三年法は年金の最低保障額を子供数に応じて増額する制度をとった。閂Ｆｏ６已・０戸》ご・①』
（Ｅ）フランス、スエーデンでは老齢年金について、育児期間は被保険者期間に算入する措置がとられている。フランスでは、
子
一
人
に
つ
い
て
被
保
険
者
期
間
が
二
年
延
長
さ
れ
、
ま
た
一
九
七
八
年
、
最
低
三
人
の
扶
養
す
べ
き
、
も
し
く
は
家
族
加
算
を
う
け
る
子
ま
た
は
三
歳
以
下
の
子
一
人
を
も
つ
す
べ
て
の
女
性
は
、
老
齢
年
金
保
険
制
度
に
当
然
加
入
と
な
っ
て
最
低
賃
金
額
の
給
付
が
得
ら
れ
、
そ
の財源は、国民家族手当基金が負担する（フランスの制度については、林瑞枝編著「いま女の権利はｌ女権先進国フラ
ンスとの比較からｌ」（学陽書房、’九八九）、とくに一七四頁以下（藤野美都子氏執筆分）に詳しい。
（
ご
年
金
に
お
け
る
男
女
不
平
等
に
つ
い
て
は
、
本
沢
巳
代
子
「
年
金
Ｉ
男
と
女
で
は
ｌ
」
（
古
橋
エ
ッ
子
編
著
「
男
と
女
の
周
辺
」
下
、
’
九
九
一
年
、
法
政
出
版
、
二
○
九
頁
以
下
所
収
）
に
詳
し
く
分
析
さ
れ
、
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
（応）九二年二月一五日、日本経済新聞
（略）九二年五月二八日、日本経済新聞
二
外
国
人
労
働
者
の
増
加
と
社
会
保
障
法
1３
○○○万人に比してさほど大きくはない。しかし、人手不足状態のなか、いまやわが国労働者が就労したがらない、
い
わ
ゆ
る
三
キ
（
キ
ッ
イ
、
キ
ヶ
ン
、
キ
タ
ナ
イ
）
労
働
の
重
要
な
担
い
手
と
し
て
わ
が
国
産
業
に
不
可
欠
の
存
在
と
す
ら
い
わ
れ
て
い
後
、
わ
が
国
の
法
制
の
現
忰
（二）新しい法理の出現
新
し
い
法
理
と
は
、
内
外
Ⅲ
そ
し
て
、
先
進
国
へ
の
後
進
国
か
ら
の
労
働
力
移
動
は
世
界
的
な
規
模
で
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
ひ
と
り
わ
が
国
の
み
の
問
題
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
国
際
的
労
働
移
動
の
本
格
化
に
と
も
な
う
当
然
の
現
象
が
わ
が
国
に
及
ん
で
き
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
と
き
ど
きの経済的状況に左右されるであろうけれども、基本的には増勢を示し、今後は先進国においてはその労働者のなか
に
必
ず
一
定
数
の
外
国
人
労
働
者
が
存
在
し
、
か
つ
定
着
す
る
の
が
常
態
と
な
ろ
う
。
少
な
く
と
も
短
期
的
展
望
の
も
と
に
お
い
て
は
、
こ
の
外
国
人
労
働
者
の
増
加
が
、
雇
用
構
造
に
一
つ
の
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
こ
こ
に
新
た
に
社
会
保
障
法が対応しなければならない場面が現れることになる。
こ
の
社
会
保
障
法
の
立
場
か
ら
見
た
外
国
人
労
働
者
の
現
状
は
、
栄
養
失
調
死
、
孤
独
死
、
行
き
倒
れ
、
手
遅
れ
の
医
療
、
医
療
を
拒
否
さ
れ
る
病
人
、
労
災
隠
し
の
た
め
救
済
さ
れ
な
い
労
働
災
害
被
災
者
な
ど
、
悲
惨
の
一
語
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
述
の
よ
う
に
わ
が
国
の
社
会
保
障
法
の
根
底
に
お
け
る
生
存
権
原
理
が
い
ま
だ
国
民
国
家
的
観
念
か
ら
脱
却
さ
れ
て
お
ら
ず
、
外
国
人
に
そ
の
権
利
享
有
主
体
性
が
否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
状
態
が
放
置
さ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
右
に
み
た
よ
う
に
一
定
数
の
外
国
人
労
働
者
が
恒
常
的
に
存
在
す
る
展
望
の
も
と
で
の
一
雇
用
構
造
の
変
化
に
対
し
て
は
新
し
い
法
理
が
生
み
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
法
理
も
国
際
的
規
範
と
し
て
生
成
、
定
着
し
て
き
て
い
る
。
以
下
に
お
い
て
は
こ
の
新
し
い
法
理
を
説
明
し
た
後
、
わ
が
国
の
法
制
の
現
状
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
る
○
（１）
内外人平等待遇の原則し」その根底にある生存権の人類普遍性である。
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関する条約」（
号条約）など一
外国人労働者の悲惨さは現在のわが国だけの問題ではない。それぞれの「国民」Ⅱ「国籍所持者」の利益のみを保
護
す
る
国
民
国
家
体
制
の
も
と
で
は
、
母
国
で
は
生
活
の
基
盤
た
る
一
雇
用
の
場
が
得
ら
れ
ず
、
や
む
な
く
母
国
を
離
れ
て
他
国
を
さ
ま
よ
う労働者ｌ入国された国からみれば外国人労働者ｌは、きわめて悲惨な状態におかれてきた。このことは早くから憂
慮
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
救
済
策
と
し
て
ま
ず
現
れ
た
の
が
二
国
間
条
約
で
あ
っ
た
。
最
古
の
も
の
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は
一
九
○
四
年
の労災補償、年金に関するフランスⅡイタリア条約であった。両国が互いに自国内に入った相手国の国民を自国民な
み
に
扱
っ
て
保
護
し
あ
う
こ
と
を
約
す
る
相
互
主
義
に
立
っ
た
条
約
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
の
他
国
民
保
護
は
あ
く
ま
で
も
そ
の
他
国
へ
入
国した自国民の保護のための手段であり、それを出るものではなかったことに注意しなければならない。
（２）
そ
れ
が
や
が
て
多
国
間
条
約
と
な
り
、
さ
ら
に
特
定
地
域
に
あ
る
国
家
間
の
協
定
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
相
互
主
義
に
立
つ
制
度
は
外
国
人
の
真
の
人
権
尊
重
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
地
域
間
協
定
に
し
て
も
保
護
の
対
象
者
の
範
囲
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
の
限
界
が
あ
っ
た
。
こ
の
限
界
を
突
破
す
る
た
め
に
は
国
民
国
家
体
制
に
対
抗
し
、
そ
の
国
益
的
発
想
を
規
制
で
き
る
強
力
な
国
際
機
構
が
必
要
で
あ
っ
た
。
これに応じたのが一九一九年創設のＩＬＯであった。ＩＬＯは創設当初からこの問題に関心をもち、第一回総会にお
い
て
、
加
盟
国
は
そ
の
領
士
内
で
使
用
さ
れ
る
外
国
人
に
対
し
、
相
互
条
件
で
、
自
国
民
労
働
者
の
も
つ
利
益
を
付
与
す
る
こ
と
を
勧
告
する「外国人労働者の相互的待遇に関する勧告」（第二号勧告）を採択した。それ以来、条約としては「労働者災害補
償についての内外人労働者の均等待遇に関する条約」二九二五年、第一九号条約）、「移民の障害、老齢、寡婦および
孤児保険に基づく権利の保全のための国際的制度の確立に関する条約」（一九三五年、第四八号条約）、「移民労働者に
関する条約」（’九四九年、第九七号条約）、「社会保障における内外人平等待遇に関する条約」（一九六二年、一一八
（
１
）
内
外
人
平
等
待
遇
の
原
則
約
」
二
九
四
九
年
、（３）
などを採択する。
1５
ここに浮かび上がってきた法理が内外人平等待遇の原則（旧【旨、三①。【同宕呂ご・【目［の昌日の三ｍ。『Ｚ具】・ロ四］の四己
Ｚ目－亘呂・目］の）である。これを示すもっとも中心的な条約は、目下のところ、右の最後にあげた一一八号条約であ
る。同条約は、その条約の適用を受ける加盟国は、その条約上の義務を受諾した社会保障の適用範囲および受給権に
ついて、その領域内において、その条約の適用を受ける他の加盟国の国民に対して、自国民に対すると同様の取扱い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
、
い
ま
だ
相
互
主
義
に
立
っ
て
い
る
も
の
の
、
自
国
の
領
域
内
に
居
住
す
る
外
国
人
に
対
し
て
（４）
自国民と同様の保護をなす｝」とを義務づけたものである。
こ
の
内
外
人
平
等
待
遇
の
法
理
は
、
そ
の
外
国
人
の
居
住
国
の
社
会
保
障
の
水
準
が
低
い
と
き
は
十
分
な
保
護
と
な
ら
な
い
弱
点
が
あ
る
が
、
加
盟
国
に
対
し
、
自
国
民
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
領
域
内
に
居
住
す
る
す
べ
て
の
者
に
対
し
て
自
国
民
に
つ
い
て
の
社
会
保
障
法
の
適
用
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
国
際
移
動
す
る
労
働
者
に
と
っ
て
は
、
彼
が
ど
の
国
に
行
こ
う
と
、
そ
の
国
の
国
民
な
み
の
社
会
保
障
の
対
象
者
と
し
て
そ
の
恩
恵
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
い
ぜ
ん
国
民
国
家
体
制
を
前
提
と
し
て
は
い
る
が
、
少
な
く
と
も
社
会
保
障
に
関しては、事実上「脱国民」、「脱国籍」がなされており、これはそれほど遠くない将来における国民国家体制の消滅
を
暗
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
も
は
や
一
国
の
枠
を
は
み
だ
し
た
、
世
界
を
規
模
と
す
る
人
々
の
連
帯
関
係
の
形
Ｉ
Ｌ
Ｏ
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
内
外
人
平
等
待
遇
の
原
則
は
そ
の
後
よ
り
強
い
形
で
国
連
が
推
進
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
国
連
は
、
’
九四八年の世界人権宣言で内外人平等待遇の原則を掲げていた（二条一項）が、これに法的効力をつけるために採択
さ
れ
た
国
際
人
権
規
約
Ａ
規
約
で
は
、
第
九
条
で
加
盟
国
の
社
会
保
障
権
保
障
義
務
を
認
め
た
う
え
、
内
外
人
平
等
待
遇
の
原
則
を
規
定
（５）
した（一一条二項。一九七九年発効。わが国も批准）。そしてさらに一九八五年には外国人の権利宣一一一一口が、’九九○には
「外国人労働者およびその家族の権利の保護に関する条約」（略称、外国人保護条約）が採択された。この条約は不正
を
暗
示
し
て
い
る
。
成Ⅱ〃世界社会“
の形成である。
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規入国の労働者にも保護を及ぼし、社会保障に関しては内外人平等待遇の原則を適用し（二七条）、とくに緊急医療に
（６）
ついては不正規入国のゆえに拒否できないと入念に規定した（一一八条）。
（２）生存権の人類普遍性（Ⅱ外国人の生存権の享有主体性）
右
に
述
べ
た
社
会
保
障
に
つ
い
て
の
内
外
人
平
等
待
遇
の
原
則
の
趣
旨
か
ら
す
で
に
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
根
底
に
あ
る
原
理
は
生
存
権
、
社
会
保
障
権
が
も
は
や
一
国
の
枠
の
な
か
で
生
ず
る
も
の
で
は
な
く
、
人
類
に
普
遍
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
（
Ⅱ
人
類
普
遍
性）である。人はどこにいようと、世界の一市民の資格において生存を保障される権利を有する。このことは国際的
労
働
移
動
が
少
な
か
っ
た
時
代
に
お
い
て
は
見
え
な
か
っ
た
ｌ
存
在
し
な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
’
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
と
も
と自由権が国家との関係で生ずる（国家からの自由）のに対して、生存権は社会との関係で生ずる。生存権の根底に
あ
る
の
は
社
会
構
成
員
の
あ
い
だ
に
自
然
に
発
生
す
る
人
間
愛
の
結
実
と
し
て
の
社
会
連
帯
関
係
を
根
底
に
お
く
の
で
あ
っ
て
国
家
は
そ
（７）
の
組
織
者
な
い
し
推
進
者
で
あ
る
。
そ
れ
が
国
際
化
の
一
環
と
し
て
の
労
働
力
の
国
際
移
動
の
本
格
化
に
よ
っ
て
世
界
的
規
模
で
展
開
さ
れ
る
に
い
た
る
。
そ
こ
に
現
わ
れ
る
の
が
生
存
権
の
人
類
普
遍
性
で
あ
る
。
そ
れ
を
根
底
で
支
え
る
の
は
世
界
的
規
模
に
ま
で
展
開
し
た
社会連帯（Ⅱ世界的連帯）原理である。この場合の国家は、その普遍的生存権を自己の領域内の住民に保障する機関
と
な
る
。
各
国
家
は
い
わ
ば
世
界
社
会
、
世
界
的
連
帯
原
理
か
ら
付
託
さ
れ
配
分
さ
れ
た
義
務
の
実
施
主
体
と
な
る
の
で
あ
る
。
（三）新法理のもとでのわが国社会保障法の課題
国
際
的
労
働
力
移
動
の
わ
が
国
へ
の
本
格
化
に
よ
っ
て
、
以
上
の
新
法
理
を
わ
が
社
会
保
障
法
は
受
け
て
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
とになる。具体的にはわが国に居住する外国人も生存権の権利主体として、社会保障法の完全な適用がなされなけれ
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に
内
外
人
平
等
待
遇
の
原
則
は
条
約
上
の
国
際
規
範
と
し
て
わ
が
国
は
そ
れ
に
拘
束
さ
れ
る
。
こ
の
点
で
わ
が
国
も
批
准
し
て
い
る
国
際
人
権
規
約
Ａ
規
約
の
拘
束
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
1７
こ
の
観
点
か
ら
わ
が
社
会
保
障
法
を
み
る
に
、
わ
が
国
は
、
こ
の
規
約
の
批
准
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
一
九
八
二
年
の
難
民
条
約
へ
の
加
入
に
よ
っ
て
国
民
年
金
法
そ
の
他
児
童
手
当
等
の
社
会
手
当
法
な
ど
が
一
挙
に
外
国
人
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
正
規
入
国
者
（８）
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
生
活
保
護
法
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
社
会
保
障
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
適
用
に
な
っ
て
も
、
例
え
ば
国
民
健
康
保
険
の
よ
う
に
保
険
料
負
担
や
白
己
負
担
の
重
さ
か
ら
事
実
上
適
用
さ
れ
ず
、
労
災
保
険
の
よ
う
に
使
用
者
の
労
災
隠
し
の
た
め
に
補
償
さ
れ
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
は
十
分
認
識
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
現
在
の
理
論
的
課
題
は
生
活
保
護
法
と
不
正
規
入
国
者
に
つ
い
て
で
あ
る
。
生
活
保
護
法
は
そ
れ
を
支
え
る
生
存
権
が
外
国
人
に
は
存
し
な
い
と
い
う
理
由
で
排
除
さ
れ
、
た
だ
、
正
規
入
国
者
に
は
行
政
上
の
措
（９）
置
と
し
て
、
事
実
上
そ
れ
に
準
じ
た
保
護
が
な
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
不
正
規
入
国
者
に
な
る
と
、
同
法
は
も
と
よ
り
、
厚
生
年
金
、
労
災
保
険
を
除
い
て
す
べ
て
適
用
さ
れ
ず
、
そ
れ
が
現
在
の
不
正
規
入
国
外
国
人
労
働
者
Ⅱ
単
純
労
働
者
の
惨
状
を
招
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
基
本
的
な
問
題
は
こ
の
外
国
人
に
は
生
存
権
が
な
い
の
か
と
い
う
理
論
的
な
問
題
と
な
る
。
し
か
し
、
憲
法
上
の
基
本
的
人
、
、
、
、
、
権
は
原
則
的
に
は
外
国
人
も
享
有
す
る
一
」
と
に
今
日
異
論
は
な
い
が
、
生
存
権
と
な
る
と
、
こ
れ
を
否
定
す
る
の
が
学
説
、
判
例
、
行
政
（川）
解釈を通じた通説的見解である。代表的学説によれば、生存権保障は母国の責任とする（宮沢俊義説）。そして｝」の見
解
が
、
右
に
述
べ
た
新
原
理
と
ま
っ
た
く
正
反
対
で
、
国
民
国
家
的
感
覚
の
強
い
時
代
錯
誤
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
多
言
を
要
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
労
災
保
険
法
、
そ
の
基
礎
た
る
労
基
法
が
不
正
規
入
国
者
に
も
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
ある（労災隠しの問題は別）。これは労基法上の権利は国籍や入国の合法性のいかんを問わず、およそ、｜個の労働者
として、世界中どこでも保障されるべきものとの認識が存するものと見られる。これこそが、右にみた二つの新原理
にかなうものである。この法理を生活保護法、あるいは生存権になぜ適用できないのか、不可解なところである。
さらに不可解なことは、国際人権規約を批准にしているにもかかわらず、なぜ生活保護法Ⅱ生存権の適用を認めな
1８
最近の雇用構造の変化と社会保障法
〔小括〕
国
際
的
労
働
力
移
動
の
時
代
を
迎
え
、
そ
れ
に
対
応
す
べ
き
社
会
保
障
法
は
一
体
的
関
係
に
あ
る
二
つ
の
新
法
理
、
内
外
人
平
等
待
遇
の
原
則
と
生
存
権
の
人
類
普
遍
性
を
生
み
出
し
た
。
前
者
は
国
際
規
範
と
し
て
、
わ
が
国
は
最
大
限
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
者
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
国
民
国
家
的
思
考
枠
組
み
を
打
破
し
て
理
解
を
改
た
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
学
説
、
裁
判
所
、
行
政
と
も
可
及
的
速
や
か
に
国
民
国
家
的
感
覚
か
ら
脱
し
、
世
界
社
会
の
形
成
と
そ
こ
に
生
じ
た
新
源
理
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
の
か
、
そ
れ
は
憲
法
九
八
条
二
項
違
反
で
は
な
い
の
か
で
あ
る
。
国
際
人
権
規
約
Ａ
規
約
二
条
一
項
は
、
同
規
約
の
実
現
は
漸
進
的
（冑・ロ『①ｍの】ぐのご）でよいとの条項があるが、これは規定されている各権利についてのことであって、いったんある権利
（Ⅲ）
が
付
与
さ
れ
れ
ば
、
内
外
人
平
等
待
遇
原
則
は
た
だ
ち
に
適
用
さ
れ
る
と
解
す
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
仮
に
一
歩
を
譲
っ
て
漸
進
的
で
あ
っ
て
も
よ
い
と
解
し
て
も
、
批
准
以
後
一
○
年
以
上
を
経
て
こ
の
点
で
な
に
も
対
応
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
憲
法
九
八
条
二
項
か
ら
許
さ
れ
な
い
。
な
お
、
同
規
約
の
内
外
人
平
等
待
遇
原
則
は
、
不
正
規
入
国
者
に
も
適
用
さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
。
（注）
（１）
（２）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
私
と
し
て
は
、
「
国
際
規
範
か
ら
見
た
わ
が
国
社
会
保
障
法
の
国
際
化
の
現
状
と
課
題
－
国
際
的
連
携
を
中
心
と
してｌ」（社会労働研究（法政大学社会学部学会）三五巻一号九頁以下所収）、社会保障研究所「外国人労働者と社会保
障」（東大出版局、一九九一年）などで発表してきたので、あわせてご参照いただければ幸いである。
一一国間・多国間条約とその発展の経過については、冒○震口の房のＱのの旨の（日日のヨの】三の曰呉】・目ロメＱのｍの２『］冠、。、旨‐
］の＆・宮のの□①已昌の］①←の（の①ロ①ぐロ』①『←）』Ｆ○』員の日三・二四」臣ワ・日ｎｏロ｛の［のロＯ①》①『二ｍのｍの】・Ｐご函』．【の己・再三］｝》
四ｇの己冒閂ＰＣ《への。ｎ国］の①２１二ｍ・『言ご日ヨゴ。『丙の『の葛』①。・己・函【（参照。地域的な協定としては、このの（①目
１９
向日・己の自己己・ロ（三国ロ』①色）》Ｏの三『囚］○・日目、巴・ロ【・『閃三口のｚ囚くら胃】目（』ｃｍＣ）・ＣｏｇＱ］・【ロロ『・ロ①同巨『・己の目冒‐
（の『一日ｇ『①①曰の昌ｍｏｐｍｏＯ旨］の①ｎ口『】三（』＠団）》ｚｏａ】、の（具①の（』①副）》向・ＤＰ具ヨシＢ①『］８口の冨庁の、（］①田）》シ【１８口
の芹呉の、（ご『Ｃ）》ＣＯ目Ｑ】・市向日・ロのＩ向日・ロ①目○・口ぐのロはｏｐｏｐｍｏｎ三ｍのｎ口凰旦（巴①」）などがある。
（３）外国人労働者保護のための条約、勧告については、高藤、前掲社会労働研究、一五頁以下参照。
（４）この条約は、内外人平等待遇のほか海外居住者のための支払い確保、既得または取得途中の権利の保全制度への加入義
務を規定したもので、この一一一者は、社会保障国際化の一分野としての「連携」（Ｃｏｌｏａ旨四は。□Ⅱ他国間での制度をつ
なぎ合わせること）を構成する。相互主義がとられていること（難民、無国籍者は除く。）、公的扶助が除外されている
こ
と
で
内
外
人
平
等
待
遇
原
則
と
し
て
は
弱
い
が
、
批
准
を
容
易
に
す
る
た
め
の
妥
協
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
の
な
か
で
は
連
携
の
も
っ
と
も
中
心
的
な
条
約
で
あ
る
。
（５）この規約二条二項は「国籍」による差別を明言していないが、同条三項が発展途上国に対する外国人への社会保障権適
用上の緩和規定であることとの対比などから、「国民的……出身」の中に含めて解されている。「法学セミナー」昭和五
四年五月臨時増刊号、逐条解説五七頁（宮崎教授執筆文）など参照。
（
６
）
こ
の
条
約
の
翻
訳
は
、
江
原
崇
、
法
学
セ
ミ
ナ
ー
九
一
年
一
○
、
’
二
月
号
掲
載
、
こ
の
条
約
に
関
し
て
は
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
で
、
九
一
年
二
月
一
一
日
、
国
際
労
働
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
外
国
人
労
働
者
に
か
ん
す
る
国
連
条
約
を
め
ぐ
っ
て
」
が
開
か
れ
た
（その模様は、大原社会問題研究所雑誌四○二号に掲載）。
（７）この大きな問題については、高藤、前掲、「社会労働研究」三五巻一号八八頁以下のほか、「社会保障法における生存権
原理と社会連帯原理」（荒木還暦記念「現代の生存権」（法律文化社、’九八六）一頁以下参照。私として、生存権にお
け
る
国
家
責
任
的
要
素
を
完
全
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
（８）これを、高藤「在日外国人に対するわが国の社会保障法の現状と問題点」学会誌社会保障法五号四六頁、同、前掲、社
会保障研究所「外国人労働者と社会保障』’○頁に適用の経過も織り込んで一覧表とした。
（９）小山進次郎「生活保護法の解釈と運用」（日本社会事業協会、昭和二五年）五一頁。根拠となる行政通達は、昭和二九
年社発三八一一号
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最近の雇用構造の変化と社会保障法
（
二
高
齢
労
働
者
の
増
加
の
状
況
と
社
会
保
障
法
と
の
接
点
高齢化の進展するなか、高齢労働者（本論では、一応五五歳以上の労働者と捉える。）の実数も総一雇用者のなかに
（１）
占める比率も、上昇基調を示している。いま一」の原因を詳しく分析する余裕はない。経済の成長が、労働力への需要
を高齢者にまで及ぼしたこと、その他種々の要因があろうが、客観的には人口構造の高齢化、労働者なりの平均寿命
の
伸
長
に
見
合
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
平
行
し
て
、
企
業
の
定
年
年
齢
も
か
つ
て
五
五
歳
前
後
で
あ
っ
た
の
が
急
速
に
伸
長
し
、
一
九
七
四
年には三五・四％であった六十歳定年制が九一年には七○・八％、近い将来での採用予定企業を含めると八五・七％
となって（労働省「｜雇用管理調査」）、いまや六○歳定年制が主流となった。しかも、九一年の同調査によると、定年
制を定めている企業で定年後勤務延長制度、再雇用制度、両制度併用の企業が七五・五％で、採用予定企業八・’一一％
（２）
を含めると大部分の企業が六○歳以上の労働者を多数一雇用する事態が出現している。
他方、労働省「高年齢者就業実態調査」（’九八八年）によれば、定年経験者、男子五五～六九歳の一雇用労働者と
（、）詳細は、高藤、前掲、社会労働研究七三頁以下、同、「内外人平等待遇の原則とわが国の法体系・法理論」季刊社会保
障
研
究
二
四
巻
四
号
四
一
四
頁
以
下
参
照
。
学
説
は
生
存
権
の
保
障
は
母
国
の
義
務
と
す
る
宮
沢
俊
義
説
の
影
響
が
強
く
、
こ
れ
が
判
例
に
も
現
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
学
説
も
最
近
は
変
化
し
つ
つ
あ
る
（
中
村
睦
男
「
外
国
人
の
生
存
権
・
社
会
保
障
権
の
権利主体性」（日本社会保障法学会誌第五号、一九九○、五七頁以下参照）。
（Ⅱ）高野「全訂新版国際法概論上』（弘文堂、昭和六一一年、三九七頁、）宮崎、前掲法学セミナー、芹田、「国際的人権規約
の意義とその概要」（法律時報五一巻八号三四頁）など。
三
高
齢
労
働
者
の
増
加
と
社
会
保
障
法
2１
しての就業率（’九八八年）は、三一一一％であり、しかも現に不就業である者（四七・○％）でも五五～六九歳全体の
一一五・六％は就業を希望し、そのうち雇用労働の希望者は一八・一一％存在している。これを裏づけるように、九二年
一月の総理府「長寿社会に関する世論調査」では、「六○歳以降できるだけ長く働きたい」五四・九％、「六五ぐらい
まで」一一一一・○％、「七○くらいまで」三・九％となっている。これは一見してわが国の労働者の就労意欲の高さを
示しているようである。ともかく、企業側と労働者側の要望が合致して一雇用構造は高齢化、具体的には一雇用労働者の
なかに占める高齢労働者の割合の増加、に向かっていることは確かである。これ自体、一雇用構造の大きな変化である。
し
か
し
、
社
会
保
障
法
の
関
係
か
ら
は
こ
の
捉
え
方
だ
け
で
は
皮
相
的
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
は
、
こ
の
大
き
く
進
展
し
て
い
る
高
齢
労
働
者
と
は
な
に
な
の
か
、
こ
れ
が
掘
り
下
げ
て
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
まず、一見就業意欲の強さ、国民の働き好きの結果に見えても、労働省同調査でみられるように、定年経験後の就
業の理由は、経済上の理由とする者が男八五・一％、女七○・二％を占めている（年齢層が高くなるほどその比率は
低くなるが）。そして、「生き甲斐、社会参加のため」は男四・○％、女六・五％と、ともにきわめて低い。結局、進
出箸しい高齢就労者の大部は、生活のための就労、経済的強制による就労ということになる。ここで重要なことは、
この高齢労働者は、いまや就労からの引退即人生からの引退であった人生五○年時代の高齢労働者ではなく、引退後
の
余
命
が
い
ち
じ
る
し
く
伸
長
し
、
そ
こ
に
生
活
上
の
不
安
を
い
だ
く
労
働
者
集
団
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
平
均
寿
命
の
伸
長
自
体は喜ぶべきことであるが、定年後の余生の長さに加え、自らの余生の予測が因難であり、さらに雇用労働への就労
以外に生活手段を持たない労働者として、退職後の余生の生活はどうなるのかの不安（長命であることのリスク）を
（３）
抱くのは当然である。その不安とは、当然ながら、老後の生活費（生活設計）と健康である。まだ労働の意田心と能力
を有する高齢労働者の就労は、その生涯における最後の稼得Ⅱ就労のチャンス、したがって引退後の生活と健康保障
2２
いわゆる「健やかに老いる」ことの保障がこの分野での追及目標である。そのための基本はなるべく若年時からの、
健
康
検
診
そ
の
他
の
予
防
措
置
の
実
施
と
健
康
増
進
の
た
め
の
積
極
的
施
策
の
推
進
で
あ
る
。
後
者
は
具
体
的
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
法レジャー施設の整備、確保、都市部における遊休緑地、公園の確保などの施策で、高齢者を念頭においたものである。
障保
こ
れ
ら
は
国
、
自
治
体
の
重
要
な
使
命
で
あ
る
が
企
業
、
労
働
組
合
も
関
与
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
企
業
と
し
て
は
労
働
力
確
保
の
観
舩点からも関心をもたざるをえないものである・労働省調査によれば、従業員一○○人～四、九九九人規模の企業は今
と化後
の
従
業
員
福
祉
の
た
め
に
と
り
た
い
施
策
と
し
て
健
康
づ
く
り
を
筆
頭
に
あ
げ
て
お
り
、
ま
た
現
に
「
成
人
病
検
診
の
実
施
」
、
「
人
間
変のドック受診の補助」、「健康管理を考慮した作業環境の向上」などを実施し、今後さらに「カウンセリング・健康教育
繩の徹底」、「健康管理を考慮した作業環境の向上」、「長時間・深夜業の抑制」などへの重点志向が見られる・これらは
（５）
駅高齢労働者の引退後の健康保障に不可欠なものである・最後者は、いわゆる「なだらかな引退」を保障するためにも
の近重
要
で
、
一
般
よ
り
は
基
準
を
厳
し
く
し
た
基
準
に
よ
る
三
局
齢
者
労
働
基
準
法
」
の
制
定
が
望
ま
れ
る
。
社
会
保
障
と
の
関
係
で
は
、
最
こ
れ
ら
民
間
企
業
の
高
齢
労
働
者
向
け
健
康
保
障
・
増
進
措
置
の
助
成
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
措
置
は
現
在
健
康
保
険
組
合
に
お
の
最
後
の
準
備
過
程
で
あ
る
こ
と
が
看
過
さ
れ
て
は
は
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
社
会
保
障
法
と
し
て
は
こ
れ
に
着
目
し
、
引
退
後
の
生
活
保
障
、
お
よ
び
健
康
保
障
の
た
め
の
就
労
段
階
で
の
基
礎
固
め
が
最
重
要
課
題
と
な
る
。
さ
ら
に
も
う
一
つ
、
や
が
て
年
金
支
給
年
齢
の
六
五
歳
へ
の
引
上
げ
が
行
わ
れ
た
場
合
の
問
題
と
し
て
、
現
在
、
六
○
歳
が
定
年
年
齢
の
主
流
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
空
白
期
間
の
生
活
保
障
の
問
題
が
あ
る
。
今
後
と
も
増
加
す
る
高
齢
労
働
者
に
つ
い
て
の
社
会
保
障
の
主
要
課
題
は
ほ
ぼ
以
上
の
二
点
で
あ
る
。
以
下
分
説
す
る
。
〆￣へ
－
－
，－－
（４）
引
退
後
の
健
康
保
障
2３
障法上の大きな課題となる。
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
経
症
い
て
は
付
加
給
付
と
し
て
可
能
で
あ
り
、
ま
た
老
人
保
健
法
の
へ
ル
ス
サ
ー
ヴ
ィ
ス
事
業
と
し
て
若
干
は
実
現
し
て
い
る
。
こ
れ
を
よ
り
一般化、本格化する必要がある。とくに中小企業に対する助成措置が必要で、このためには雇用保険における事業主
全額負担の雇用保障三事業（｜雇用安定事業、能力開発事業、｜雇用福祉事業）にならって、事業主負担による財源を中
心に、これに国庫負担も加えて各種健康増進措置の助成制度を導入することを提言する。
さらに労組のこの面の積極的取組みに関し、最近の動きとして注目されることは、その自主的医療共済を退職者に
も
適
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
全
繊
同
盟
の
「
退
職
者
医
療
共
済
」
の
例
で
は
、
定
年
退
職
の
六
○
歳
か
ら
老
人
保
健
法
の
医
療
が
適
用
さ
れ
る
七
○
歳
ま
で
、
一
定
の
掛
金
拠
出
に
よ
っ
て
、
入
院
給
付
金
、
手
術
給
付
金
、
看
護
給
付
金
な
ど
が
支
給
さ
れ
る
。
労働者連帯としては、現役者も退職者も一体である。退職者の余生が伸びたことに伴い、「生涯保障」、「生涯連帯」
（６）
（
７
）
・
の
観
念
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
（
三
）
定
年
到
達
後
年
金
支
給
開
始
ま
で
の
生
活
保
障
定
年
年
齢
の
主
流
が
六
○
歳
と
な
っ
た
の
に
対
し
、
厚
生
年
金
支
給
開
始
年
齢
は
八
五
年
の
改
正
で
六
五
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
財
政
的
理
由
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
が
、
年
金
に
は
休
息
権
保
障
と
し
て
の
意
味
も
も
っ
て
お
り
、
こ
の
発
生
年
齢
も
引
（８）
き
上
げ
ら
れ
た
わ
け
で
、
定
年
年
齢
と
の
ズ
レ
の
問
題
と
と
も
に
き
わ
め
て
重
要
な
改
正
で
あ
っ
た
。
た
だ
現
在
は
経
過
的
に
従
来
ど
お
り
六
○
歳
か
ら
の
特
別
支
給
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
労
働
者
の
生
活
上
の
空
白
期
間
が
生
ず
る
。
こ
こ
が
引
退
即
年
金
生
活
と
い
う
先
進
国
と
異
な
る
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
こ
の
期
間
の
労
働
者
の
生
活
保
障
を
ど
う
す
る
か
が
社
会
保
経済的理由から高齢労働者の就労志向（意欲？）は強いが、六○～六四歳層についてみれば、
2４
最近の雇用構造の変化と社会保障法
労働省・高年齢者就業実態調査によれば、その年齢層の不就業者の就業希望率は男五六・五％、女一一三・○％で（前
掲報告書二六頁以下）、現に不就業の理由は、「適当な仕事が見つからない」が男六一一一・五％、女四○・○％である
（’一表）。つまり、この人達は失業者である。また同年齢層で、退職後の失業経験者は男三九・一一％、女一一一六・八％
である（一九表）。再雇用・勤務延長は期間が同年齢層で三年までが六○％を占め（一一五表）、定年退職後会社を変っ
たものが全体の八割強である（二七表）。
このように六○歳代前半層Ⅱ定年経験者の雇用はきわめて不安定である。といって後述のように現在の特例支給の
（９）
老齢年金額では生活不能である。これに対応する施策は、高年齢者一雇用安定法（略称）を中心とする雇用保障法系列
と、社会保障法系列があり、後者はさらに雇用保険法、とくに雇用安定事業（継続雇用制度導入奨励金、定年退職予
定
者
再
就
職
援
助
促
進
助
成
金
、
高
年
齢
者
多
数
雇
用
奨
励
金
）
と
厚
生
年
金
の
低
所
得
者
在
職
老
齢
年
金
（
低
在
）
と
の
二
系
列
が
あ
る。雇用保険は旧失業保険に比し一雇用保障的色彩を強め、｜雇用保障と社会保障との中間的な性格を帯びるにいたって
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
法
系
列
と
し
て
は
か
な
り
錯
綜
し
た
領
域
と
な
っ
て
い
る
。
所
得
保
障
と
し
て
も
特
別
老
齢
年
金
と
雇
用
保
険法上の給付（基本手当等）の並立する場であり、両者の整理が必要なところである。
現
在
給
付
率
が
七
段
階
に
区
分
さ
れ
た
低
在
は
、
在
職
者
で
も
高
齢
に
よ
り
低
賃
金
に
落
ち
込
む
者
に
対
す
る
生
活
保
障
で
あ
っ
て
、
趣
旨
と
し
て
は
き
わ
め
て
合
理
的
で
あ
る
。
し
か
し
実
質
的
に
は
こ
の
制
度
は
低
賃
金
補
助
で
、
企
業
と
し
て
は
低
賃
金
で
も
雇
用
で
き
る
こ
と
か
ら
雇
用
促
進
的
機
能
が
評
価
さ
れ
る
反
面
で
、
賃
金
が
上
が
る
と
年
金
が
減
額
さ
れ
て
そ
の
労
働
者
の
ト
ー
タ
ル
の
所
得
は
上
（、）
がらず、結局労働者の勤労意欲を減退せしめる欠点が指摘されている。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
正
規
の
支
給
開
始
年
齢
が
六
五
歳
と
な
っ
た
以
上
は
、
定
年
後
の
空
白
期
間
の
生
活
保
障
は
、
原
則
的
に
は
雇
用
保障法系列と、社会保障法では雇用保険法（Ⅱ｜雇用保障と失業保障）系列下に置かれるべきものである。六五歳程度
2５
労働者についての各種年金構造
個人年金保険私
的
年
金
労働者連帯年金
財形年金
企業年金
公
的
年
金 老齢厚生年金
老齢基礎年金
(注）企業年金のうち調整年金は老齢厚生年金と一部重複
（
四
）
引
退
後
の
生
活
保
障
手段としてもっとも適切なのが引退後の余生の間、定期、
定
額
の
所
得
保
障
を
な
す
年
金
制
度
の
確
保
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
までの高齢者の一雇用促進のための高齢者一雇用安定法の改正
が
一
九
九
○
年
に
成
立
し
、
政
府
と
し
て
は
雇
用
保
障
を
建
前
と
す
る方針のごとくである。その場合に保障される一雇用は相応
の
賃
金
を
伴
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
ない。したがって、まずこの要件を満たした一雇用の保障、
そ
れ
が
不
可
能
な
場
合
に
は
基
本
手
当
そ
の
他
の
雇
用
保
険
法
上
の
所
得
保
障
給
付
が
な
さ
れ
る
の
が
建
前
と
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
雇
用
と
い
い
、
年
金
と
い
う
も
結
局
は
労
働
者
の
生
活
保
障
で
あ
る
か
ら
、
行
政
上
の
所
管
を
こ
え
て
、
財
政
的
融
合
を
図
る
こ
と
、
さ
ら
に
制
度
的
融
合
さ
え
も
検
討
さ
れ
て
よ
い
。
要
す
る
に
、
基
本
的
に
は
こ
の
空
白
期
間
の
保
障
は
年
金
系
列
で
は
な
く
て
、
雇
用
保
障
系
列
で
、
原
理
的
に
い
え
ば
狭
義
の
生
存
権
で
は
な
く
ｌ
そ
の
是
非
は
別
と
し
て
Ｉ
労
働
権
原
理
が
優
越
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
2６
最近の雇用構造の変化と社会保障法
（
１
）
企
業
年
金
周
知
の
よ
う
に
、
こ
れ
に
は
調
整
年
金
（
Ⅱ
厚
生
年
金
。
代
行
型
と
加
算
型
）
、
適
格
年
金
、
自
社
年
金
の
三
種
が
あ
る
。
本
格
的
企
業
年
金
は
、
一
九
五
○
年
代
中
頃
か
ら
出
現
し
た
が
、
そ
れ
は
各
企
業
に
お
け
る
従
業
員
数
増
加
と
賃
金
額
上
昇
か
ら
、
将
来
に
お
け
る
退
職
一
時
金
負
担
の
増
大
が
み
こ
ま
れ
た
た
め
、
そ
れ
を
回
避
す
る
目
的
で
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
着
実
に
伸
び
、
労
働
省
「平成元年退職金制度・支給実態報告」では五○・七％の企業が退職年金制度を持つ。その主流は適格年金（加入者
数九三七万人）ついで調整年金（同九八四万人）となっている。自社年金は横ばいないし減少傾向である。右の沿革
から、原資は全額企業負担が大部分（適格年金八九・六％、調整年金六四・九％、自社年金八四・五％）で、労働者
拠
出
制
は
少
な
い
。
適
格
年
金
の
場
合
、
支
給
開
始
時
期
は
八
割
が
退
職
後
即
時
で
あ
り
（
六
○
歳
が
一
般
化
）
、
支
給
期
間
は
「
有
期」が八七・八％、「終身」が一一・｜％、前者は一○年が九○・二％を占めている。つまり六○歳から一○年支給
が
も
っ
と
も
一
般
的
で
あ
る
。
平
均
支
給
月
額
は
大
卒
で
一
三
万
二
○
○
○
円
、
中
卒
現
業
職
八
万
円
で
あ
る
。
そ
の
額
は
公
的
年
金
た
る
特
別
老
齢
年
金
に
迫
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
問
題
は
、
対
象
者
た
る
高
齢
労
働
者
の
大
量
化
に
よ
る
財
源
上
の
困
難
さ
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
受
給
者
に
比
し
今
後
そ
の
数
が
相
対
的
に
減
少
す
る
次
世
代
層
に
財
源
負
担
を
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
公
的
年
金
制
度
に
は
限
界
が
あ
る
。
現
在
の
厚
生
年
金
の
特
別
老
齢
年
（Ⅲ）
金の平均月額は一一二万六一二五五円で、これでは高齢夫婦二人の日常最低生活維持も不可能である。当然、これを補う
な
ん
ら
か
の
年
金
が
創
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
現
に
種
々
の
制
度
が
出
現
し
て
い
る
。
前
頁
の
図
は
そ
の
構
造
を
示
し
た
も
の
で
、
公
的
年
金
を
基
礎
に
、
そ
の
上
に
各
種
私
的
年
金
が
上
積
み
さ
れ
る
。
以
下
各
制
度
を
法
理
論
的
観
点
を
中
心
に
分
析
、
検
討
し
、
将
来
（旧）
的展望を試みる。
2７
適
格
年
金
を
中
心
に
み
れ
ば
、
企
業
年
金
は
、
全
額
企
業
負
担
に
よ
り
、
定
年
後
一
○
年
間
支
給
さ
れ
る
も
の
で
、
公
的
年
金
へ
の
補
完
な
い
し
つ
な
ぎ
年
金
的
性
格
が
強
い
。
退
職
年
金
の
性
格
は
、
沿
革
的
に
は
退
職
一
時
金
の
転
化
物
と
し
て
、
こ
れ
と
同
性
質
と
見
ら
れるが、いったん出来上がった年金制度としてみれば、労使間連帯原理（使用者による労働者への年金提供関係）を
中心とし、それに国家助成（Ⅱ税制上の優遇措置）の加わった年金制度と捉えられる。
支
給
期
間
や
支
給
額
は
加
入
者
の
自
由
で
、
支
給
開
始
が
六
○
歳
以
降
の
点
に
制
限
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
加
入
者
の
個
人
的
ニ
ー
ド
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
利
点
が
あ
り
、
ま
た
機
能
的
に
は
”
つ
な
ぎ
年
金
“
で
、
右
の
企
業
年
金
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
る
。
事
業
主
を
通した預入、事業主の援助（Ⅱ貯蓄奨励金的金銭）など、事業場の枠内において事業主の協力（Ⅱ労使連帯）を前提
と
し
、
そ
れ
へ
の
利
子
非
課
税
制
度
に
よ
る
国
の
助
成
を
特
色
と
す
る
制
度
で
、
調
整
年
金
、
適
格
年
金
に
つ
ぐ
、
い
わ
ば
第
三
の
企
業
年金である。
年には四六・（Ⅱ）
万人である。
（
２
）
財
形
年
金
貯
蓄
制
度
満
五
五
歳
未
満
で
加
入
し
、
五
年
以
上
事
業
主
を
通
し
て
一
定
額
を
金
融
機
関
等
に
預
入
、
六
○
歳
以
降
の
契
約
所
定
日
か
ら
五
年
以
上年金支給、その貯蓄には五○○万円（郵便貯金などは三五○万円）まで利子非課税の制度である。
’九八一一年に創設されたこの制度も大企業を中心に着実に伸び、導入率は八一一一年には一一○・三％であったのが八九
（旧）
年には四六・’二％（一・○○○人以上の大企業では、八七・一％）となった。その契約者数は、九一年一一一月で一一一六五
（
３
）
労
働
者
連
帯
年
金
2８
法
月
払
い
の
場
合
、
障保
と
き
、
支
給
形
態
汕
胎命保険会社に委一
と化
労
働
者
連
鎧
市
年
〈
変の
ら
れ
る
よ
う
な
労
国
難を生かすため｛具
即金共済の設立自坐
の近
企
業
年
金
よ
り
坐
最展が予想される。
労
働
者
連
帯
年
金
と
い
っ
て
も
、
一
般
に
、
掛
金
の
設
定
等
の
年
金
構
造
は
私
保
険
原
理
に
よ
っ
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
共
済
組
合
に
み
〈、）
ら
れ
る
よ
う
な
労
働
者
間
の
強
い
連
琶
市
関
係
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
非
営
利
で
あ
り
、
ま
た
既
存
組
織
の
ス
ケ
ー
ル
・
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
た
め
宣
伝
、
勧
誘
そ
の
他
の
経
費
の
節
減
が
可
能
で
、
そ
の
分
掛
金
が
安
く
な
る
利
点
が
あ
る
。
さ
ら
に
労
組
の
力
に
よ
る
年
金
共
済
の
設
立
自
体
、
組
合
員
間
の
連
帯
感
覚
を
強
化
す
る
効
果
は
大
き
い
と
見
ら
れ
る
。
企
業
年
金
よ
り
も
う
一
段
形
は
自
由
で
、
ま
た
労
組
年
金
で
あ
る
た
め
労
働
者
の
意
向
が
反
映
さ
れ
や
す
い
利
点
も
あ
り
、
今
後
の
発
命
保
険
会
社
に
委
託
さ
れ
て
い
る
。
労
働
者
連
帯
年
金
と
い
っ
て
も
、
退
職
後
の
生
活
に
対
す
る
不
安
を
持
つ
高
齢
労
働
者
の
ニ
ー
ド
に
応
え
、
労
働
組
合
の
こ
れ
に
対
す
る
取
組
み
が
近
年
き
わ
め
て
活
発
と
な
っ
て
き
た
。
さ
き
の
労
組
の
退
職
者
医
療
制
度
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
引
退
後
の
余
生
の
長
期
化
し
た
現
在
に
お
い
て
は
、
こ
こ
で
も
労
組
の
機
能
は
退
職
し
た
元
組
合
員
の
福
祉
に
も
及
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
労
組
に
お
け
る
労
働
者
連
帯
は
退
職
者
Ⅱ
現
役
者間に及び、「生涯保障」、「生涯連帯」が実現されるにいたった。それはまた組織率低下傾向のなかでの労組の生き
残
り
の
有
力
な
手
段
で
も
あ
る
。
こ
こ
で
、
労
組
が
独
自
の
年
金
制
度
を
創
設
す
る
形
と
な
っ
て
具
体
化
す
る
。
そ
れ
は
一
九
八
二
年
の
電
通
労
連
の
制
度
を
噴
矢
と
し
て
現
れ
た
現
象
で
、
と
く
に
こ
こ
数
年
（
八
○
年
代
後
半
）
急
速
に
発
達
し
、
現
在
で
は
産
業
別
に
組
織
さ
れ
て
（
産
別
福
祉
共
済
制
度
）
、
各
産
別
組
合
お
よ
び
そ
の
所
属
各
単
産
は
ほ
と
ん
ど
現
に
そ
の
制
度
を
も
つ
か
、
ま
た
は
検
討
中
で
（胴｝
あ
る
。
例
と
し
て
全
繊
同
盟
の
制
度
に
よ
れ
ば
、
加
入
資
格
は
満
五
八
歳
未
満
、
掛
金
は
月
払
い
、
半
年
払
い
、
両
者
併
用
で
あ
る
が
、
月
払
い
の
場
合
、
｜
口
二
、
五
○
○
円
、
四
○
口
ま
で
。
支
給
開
始
は
積
立
て
完
了
年
齢
到
達
の
と
き
ま
た
は
満
五
五
歳
以
上
で
脱
退
の
と
き
、
支
給
形
態
は
、
①
一
○
年
確
定
、
②
二
○
年
確
定
、
③
一
五
年
保
証
終
身
、
④
一
○
年
保
証
犬
婦
連
生
終
身
が
あ
る
。
運
用
は
生
（
ａ
）
労
働
組
合
年
金
2９
（ｂ）全労済（全国労働者共済生活協同組合連合会）による年金
もともと労働者連帯組織であったこの組織が、一九八四年に年金共済を開始した。①一五歳以上五五歳まで加入で
き、一○年以上積み立て、年金開始年齢は五五～六五歳までで選択の終身年金または家族年金の積み立て方式、およ
び②五○～六五歳で加入、据え置き期間○～五年、支給開始五五～六五歳、終身年金の据え置き方式、の二種類があ
り、給付の型としては定額型と逓増型がある。しかし最高年額七二万円の制約がある。
労働組合組織を基盤とし、労働組合としてまとまって加入するＰ型があるが、一般人も加入できる。そして九一年
五月現在の加入者数は五三万人に達している。しかし年金構造は私保険原理に基づき労組年金同様連帯原理はない。
た
だ
、
非
常
利
で
あ
る
こ
と
、
労
組
を
基
盤
と
す
る
こ
と
に
よ
る
経
費
節
減
か
ら
掛
金
が
安
い
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
ま
た
加
入
、
開
始
年
齢
な
ど
に
自
由
の
要
素
が
大
き
い
こ
と
、
労
組
年
金
と
同
様
、
労
働
者
の
意
向
が
反
映
し
や
す
い
こ
と
の
利
点
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
労働者連帯の性格がみられる。労組年金が大企業を背景とする大労働組合員のみの制度であるのに対し、ここでは個
人
と
し
て
の
労
働
者
も
加
入
で
き
る
。
（
４
）
個
人
保
険
労
働
者
だ
け
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
あ
き
ら
か
に
人
々
の
老
後
の
不
安
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
、
郵
便
年
金
を
含
め
た
民
営個人年金保険が大幅な伸びを示している。九一年度の民間の保険会社の個人年金保険の契約件数は、二一一万件で、
対前年増加率三九・一一％、全保有件数七五一一万件に達した。一九八四年の保有件数一九○万件と比較すると約四倍と
な
っ
て
い
る
。
保
険
料
の
所
得
控
除
を
受
け
る
形
で
国
庫
補
助
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
援
助
関
係
は
な
く
、
純
粋
に
個
人
主
義
的
保
険
数
理
に
基
づ
い
た
私
保
険
で
、
労
働
者
に
と
っ
て
は
も
っ
と
も
近
づ
き
が
た
い
も
の
で
あ
る
。
3０
最近の雇用構造の変化とｉｌ:会保障法
以
上
が
公
的
年
金
制
度
を
補
う
各
種
私
的
制
度
の
発
展
状
況
の
概
略
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
給
付
水
準
の
絶
対
的
に
低
い
公
的
年
金
Ⅱ
国
家
的
年
金
に
対
し
、
高
齢
化
に
と
も
な
う
不
安
の
増
大
が
、
そ
れ
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
年
金
を
出
現
さ
せ
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
企
業
年
金
は
事
業
主
助
成
年
金
す
な
わ
ち
労
使
連
帯
年
金
で
あ
る
。
財
形
年
金
も
労
使
連
帯
年
金
で
あ
る
が
、
企
業
年
金
に
比
し
て
そ
の
度
合
い
が
弱
く
、
そ
の
分
個
人
責
任
的
要
素
が
強
い
。
労
働
者
連
帯
年
金
は
、
わ
が
国
の
場
合
そ
の
度
合
い
は
弱
い
が
、
現
役
者
、
退
職
者
間
の
生
涯
連
帯
関
係
を
確
立
し
て
い
る
。
個
人
年
金
保
険
は
、
保
険
料
の
所
得
控
除
の
形
の
国
家
助
成
も
あ
る
に
は
あ
る
が
、
ま
ず
個
人
責
任
原
理
に
立
っ
た
制
度
で
あ
る
。
結局、年金へのニードの高まりが生活保障の基本原理としては、生存権原理Ⅱ国家責任（公的年金）↓労使連帯↓
労
働
者
間
生
涯
連
帯
↓
個
人
責
任
原
理
と
い
う
系
譜
を
生
み
出
し
た
。
こ
れ
を
制
度
設
計
の
面
か
ら
み
れ
ば
、
画
一
的
な
制
度
か
ら
個
人
ニ
ー
ド
に
対
応
し
た
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
制
度
へ
の
系
譜
で
も
あ
る
。
個
人
責
任
主
義
へ
の
系
譜
の
半
面
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
こ
の
傾
向
は
評
価
さ
れ
る
。
国
家
責
任
原
理
が
濃
厚
で
は
あ
る
が
そ
の
宿
命
的
な
帰
結
と
し
て
の
画
一
的
な
公
的
年
金
を
ベ
ー
ス
に
お
い
て
、
そ
の
原
理
の
薄
い
反
面
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
で
多
用
な
私
的
年
金
が
配
列
さ
れ
る
と
い
う
の
は
全
年
金
体
系
か
ら
み
て
理
想
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
私
的
年
金
体
系
に
お
い
て
も
っ
と
も
重
要
性
を
持
つ
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
企
業
年
金
で
あ
る
。
今
後
の
退
職
後
の
生
活
保
障
と
し
て
、
資
力
の
あ
る
企
業
か
ら
の
援
助
は
な
ん
と
い
っ
て
も
大
き
い
。
こ
れ
が
私
的
年
金
の
な
か
で
も
っ
と
も
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
位
置
を
占
め
る
べ
き
で
あ
る
。
企
業
年
金
の
な
か
で
も
終
身
年
金
形
態
を
と
る
調
整
年
金
は
と
く
に
そ
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
画
一
的
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
企
業
の
従
業
員
の
具
体
的
な
ニ
ー
ド
に
合
致
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ（両）
で
加
算
型
に
お
け
る
加
算
部
分
の
在
り
方
が
課
題
と
な
る
。
反
面
、
適
格
年
金
の
み
の
企
業
に
お
い
て
は
終
身
年
金
化
が
必
要
で
あ
る
。
財
形
年
金
は
、
こ
の
企
業
年
金
を
公
的
年
金
へ
の
〃
つ
な
ぎ
年
金
“
の
形
で
お
ぎ
な
う
の
が
妥
当
で
あ
る
。
労
働
者
連
帯
年
金
は
一
段
と
3１
自
然
に
生
成
し
て
き
た
私
的
年
金
制
度
も
こ
の
よ
う
に
整
序
し
て
体
系
づ
け
れ
ば
、
全
体
と
し
て
そ
れ
な
り
の
整
合
性
の
と
れ
た
形
が
得られる。しかしこの体系は大企業労働者本位の体系であって、中小企業労働者には縁の薄いものである。所得水準
の低いこの労働者層は個人年金保険への加入は不可能であろう。私的年金におけるもっとも重要な課題は中小企業労
（旧）
働者の私的年金をどのように確保するかである。最近の人手不足は中小企業にも企業年金を並曰及せしめつつあるのは
好
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
よ
り
強
力
な
方
法
は
な
い
も
の
か
。
一
つ
の
道
は
現
に
財
形
年
金
で
と
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
小
企
業
へ
の
国
の
助
成
制
度
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
、
ス
エ
ー
デ
ン
で
は
全
国
的
労
使
協
約
の
適
用
を
受
け
る
企
業
は
設
立
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
。
労
働
者
間
連
帯
に
つ
い
て
は
、
全
労
済
を
介
し
て
大
企
業
労
働
者
に
よ
る
中
小
企
業
労
働
者
の
援
助
関
係
が
成
り
立
た
な
い
も
の
か
。
と
も
か
く
英
知
を
尽
く
し
て
こ
の
問
題
と
と
り
組
ま
な
け
れ
ば
労
働
者
の
大
部
分
を
占
め
る
中
小
企
業
労
働
者
の
安
定
し
た
老
後
は
な
い
。
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ば
な
ら
な
い
。
〔小括〕
高
齢
期
Ⅱ
人
生
の
最
終
段
階
を
「
健
や
か
に
、
豊
か
に
」
過
ご
す
こ
と
は
誰
し
も
異
論
の
な
い
理
想
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
が
個
人
の
努
力
に
よ
っ
て
と
う
て
い
実
現
不
可
能
な
現
在
、
社
会
保
障
法
の
使
命
は
大
き
い
。
健
康
保
障
、
空
白
期
間
保
障
、
年
金
保
険
の
三
つ
の側面を取り上げて検討した。今日におけるこの問題の深刻さの根源は、人口高齢化にともなうこの要保障者の急増
に
よ
る
財
政
難
で
あ
る
。
こ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
、
基
礎
年
金
へ
の
国
庫
負
担
の
増
加
な
ど
国
の
努
力
が
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
と
と
も
に
企
業
の
一
段
の
負
担
Ⅱ
労
使
間
連
帯
の
強
化
と
労
働
者
間
連
帯
の
促
進
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
銘
記
し
な
け
れ
フリーな形でこの労働者の個人的ニードや生涯設計に合致した形をとるべきで、それを使命とするものとして位置づ２３
最近の雇用構造の変化と社会保障法
（注）
（１）総務庁「労働力調査」によれば、五五歳以上六四歳までの高齢労働者は、一九六五年で実数一六五万人、比率五・九％
であったのが九一年には実数六一一一一万人、比率一一一・一一一％に、六五歳以上はおなじく実数四三万人、比率一・五％が実
数一四七万人、比率一一・九％に上昇している。この間、八一一年から三年間ばかり低下するなどの若干の波はあるが、基
調
と
し
て
ほ
ぼ
一
貫
し
て
上
昇
を
示
し
て
い
る
。
（２）平成二年の労働省「雇用管理調査」では、定年年齢を六○歳以上としつつ勤務延長、再一雇用制度をとり、かつ最高一雇用
年
齢
を
定
め
て
い
る
企
業
で
、
そ
の
最
高
雇
用
年
齢
を
六
五
歳
以
上
と
し
て
い
る
も
の
が
八
四
・
四
％
に
な
っ
て
い
る
。
（３）九二年の総理府「国民生活に関する世論調査」では、不安の筆頭は「自分の健康」、つぎが「老後の生活設計」であり、
生命保険文化センター「企業の福利厚生に関する勤労者の意識調査」（九二年一月）では、一位、老後生活費、二位、
退職金、三、四位、「寝たきり」、「健康な生活」となっている。これに対して、六○歳代の老後保障の充足感は、同調
査
で
は
、
不
十
分
と
す
る
も
の
、
男
五
一
・
七
％
、
女
五
四
・
四
％
、
そ
の
う
ち
労
働
者
は
男
六
四
・
五
％
、
女
六
○
・
○
％
、
さ
ら
に
持
家のない者の不充実感は一段と大きいことが示されている（四一頁）。
（４）私の健康保障の概念については、高藤、「社会保障の法体系論」社会労働研究一一一八巻三・四号一頁以下参照。
（５）労働大臣官房政策調査部「従業員福祉の実態とサラリーマンの本音』大蔵省印刷局、九一年九月、’九頁以下参照。
（６）「生涯保険」、「生涯連帯」の語は、自治労の九○年度連動方針のなかに現れている（全労済協会「中央産別、単産にお
ける労働者自主福祉・共済活動方針の抜粋集」五頁）。
（７）労組の高齢者対策の研究としては、金子和夫「労働組合の高齢者対策」法政大学大原社会問題研究所編『現代の高齢者
対策」総合労働研究所、’九八五年、八六頁以下所収、とくに一○○頁以下参照。
（８）私はこの改正を肯定するものではない。年金における休息権の発生年齢が財政事情によって影響をうけることは理解で
き
ず
、
ま
た
支
給
年
齢
の
引
上
げ
は
国
民
一
般
に
公
的
年
金
制
度
に
対
す
る
深
い
不
信
感
を
与
え
た
こ
と
が
残
念
で
あ
る
。
せ
め
て
基
礎
年
労
働
者
連
帯
に
関
し
て
は
、
退
職
者
、
現
役
者
間
の
連
帯
関
係
Ⅱ
生
涯
連
帯
が
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
3３
（Ⅱ）老齢年金の平均月額は「社会保障統計年報」平成三年版一七二頁から計算。生命保険文化センター、平成三年度「生活
保
障
と
生
命
保
険
に
関
す
る
個
人
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
老
後
の
夫
婦
の
最
低
日
常
生
活
費
は
い
く
ら
か
の
質
問
に
対
す
る
解
答
の
平
均
額
は
一
二
万
四
○
○
○
円
、
ゆ
と
り
あ
る
老
後
の
た
め
に
は
さ
ら
に
一
五
万
八
○
○
○
円
を
必
要
と
す
る
。
現
在
の
年
金
額
は
、
こ
の
最
低
日
常
生
活
費
の
約
七
割
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
老
後
の
日
常
生
活
は
公
的
年
金
で
か
な
り
の
部
分
を
ま
か
な
え
る
か
の
資
問
に
否
定
の
答
え
が
六
一
・
六
％
で
あ
っ
た
。
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
「
第
一
二
回
国
民
生
活
動
向
調
査
」
（
’
九
九
一
年
三
月
）
で
は
、
国
か
ら
の
年
金
で
は
「
足
り
な
い
」
と
「
あ
て
に
な
ら
な
い
」
が
六
一
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。
労
働
省
「
高
年
齢
者
就
業
実
態
調
査
」
で
は
、
就
労
者
の
う
ち
年
金
受
給
者
は
男
性
五
三
・
五
％
、
女
性
四
九
・
○
％
で
あ
る
が
、
そ
の
就
業
理
由
は
、
「
年
金
だ
け
で
は
生
活
で
き
な
い
か
ら
」
男
性
五
五
・
八
％
、
女
性
四
九
・
七
％
で
あ
る
。
政
府
の
将
来
的
な
年
金
構
想
で
は
、
ボ
１
ナ
ス
を
除
く
男
子
平
均
賃
金
水
準
の
六
九
（、）以前から論じられている問題で、詳しくは森隆男「年金制度と高齢者就労の関連」法政大学大原社会問題研究所編前掲
書、’五○頁以下所収参照。最近のものとしては清家篤「高齢者の労働経済学」日本経済新聞社、’九九一一年三月、六
三
頁
以
下
。
最
近
こ
の
勤
労
意
欲
減
退
を
強
調
し
た
も
の
と
し
て
堀
勝
洋
「
公
的
年
金
の
六
○
歳
支
給
高
齢
者
の
就
労
阻
む
恐
れ
も
」
日
本
経
済
新
聞
九
二
年
六
月
一
一
日
付
「
経
済
教
室
」
。
わ
が
国
の
勤
労
意
欲
が
高
い
と
い
っ
て
も
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
と
ブ
ル
ー
・
カ
ラ
ー
と
で
は
違
う
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
本
文
で
強
調
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
生
活
上
の
必
要
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
（９）労働省政策調査部、「高年齢者就業の実態」では、六○～六四歳の就業者のうち年金受給者は男五八・九％、女三九・
一％であるが（一六表）、その理由は「年金だけでは生活できないから」がもっとも多く、男五七・七％、女五一・五
％である二七表）。また労働省「働き盛りの勤労者の意識に関する調査」（九一年）では、「公的年金と退職金、企業
年
金
で
な
ん
と
か
賄
え
る
」
と
す
る
も
の
は
七
・
五
％
に
す
ぎ
ず
、
「
生
活
費
を
得
る
た
め
に
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
が
四
四
・
四
％
金
に
引
退
要
件
を
付
し
た
う
え
で
、
こ
れ
を
六
○
歳
支
給
と
す
べ
き
で
あ
る
（
詳
し
く
は
、
高
藤
「
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
社
会
保
障
法
の
課題」秋田編著『高齢化社会における社会法の課題」法政大学現代法研究所叢書４、日本評論社、一九八三、’一一一頁
年金でなんとか賄える」
を占めている（六三表）。
以下参照）。
ない。
3４
最近の雇用構造の変化と社会保障法
（Ⅳ）生命保険文化センター「企業の福利厚生に関する勤労者の意識調査」（平成三年）によれば退職金や企業年金に対する
要望として、「年金の物価スライド」、「終身化」、「通算化」の順となっている。いずれも従前からの検討課題である。
（旧）ライフデザイン研究所『平成四年版企業年金白書」八一頁以下
５
以上、社会保障法にインパクトを与える最近の雇用構造の変化の主要な一一一側面ｌ自立志向女性労働者の進出、外国３
（Ｂ）生命保険文化センター「平成元年度企業の福利厚生制度に関する調査」（九「年三月）
（ｕ）労働省編、平成四年度版「日本の労働政策」三五五頁
（Ｅ）金子和夫前掲論文参照。最近の動きについては、全労済協会「中央産別、単産における労働者自主福祉・共済活動方針
の抜粋集」二九九○年八月）参照。
（焔）フランス共済組合では、掛金は均一制、所得比例制、年功制がとられている。詳しくは、高藤、「フランス共済組合に
ついて」海外社会保障情報九○号一七頁以下所収参照。運用も後述の全国労働者共済生活協同組合連合会（全労済）よ
り
も
民
間
の
保
険
会
社
に
委
託
す
る
ほ
う
が
多
い
。
食
品
労
連
の
よ
う
に
両
者
を
設
定
し
、
各
単
産
に
い
ず
れ
か
を
選
択
さ
せ
る
場
合
も
あ
く四○％前後となろう。
（、）私としては、この点は，
％程度の水準維持の方針がとられているが（厚生省年金局、「早分かり新しい年金制度」ぎようせい、’九八五、二
九頁）年功序列賃金体系のもとでは男子平均賃金を標準にするのは不当に水準を低めることとなり、またわが国で賃金
の
な
か
で
大
き
な
部
分
を
占
め
る
ボ
ー
ナ
ス
を
除
外
す
る
こ
と
も
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
を
含
め
た
引
退
時
の
賃
金
に
対
す
る
給
付
率
は
恐
ら
る。 るむ
す
び
こ
の
点
は
す
で
に
「
新
年
金
制
度
下
の
年
金
体
系
の
課
題
と
展
望
」
（
法
律
時
報
五
九
巻
一
号
）
一
八
頁
以
下
で
論
じ
て
い
こ
の
三
側
面
は
相
互
に
関
連
が
な
い
よ
う
に
み
え
る
が
、
第
二
次
大
戦
後
の
混
乱
期
か
ら
経
済
成
長
期
を
へ
て
実
現
し
た
社
会
ｌ
し
か
も
世
界
的
規
模
で
ｌ
の
進
歩
の
所
産
で
あ
る
。
こ
の
進
歩
は
今
ま
で
男
性
へ
の
従
属
下
に
あ
っ
た
女
性
の
意
識
の
向
上
、
国
際
的
労
働
移
動
の
進
展
、
人
々
の
健
康
の
増
進
Ⅱ
平
均
寿
命
の
伸
長
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
現
象
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
女
性
労
働
者
に
関
し
口
立
性
確
保
、
家
族
責
任
男
女
共
同
責
任
の
法
理
、
国
際
的
労
働
移
動
に
つ
い
て
は
内
外
人
平
等
待
遇
の
法
理
、
労
働
者
の
高
齢
化
に
つ
い
て
は
社
会
連
帯
原
理
の
進
展
と
い
う
新
た
な
法
理
の
出
現
や
変
動
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
最
近
の
一
雇
用
構
造
の
変
化
に
対
応
す
べ
き
社
会
保
障
法
と
し
て
は
こ
れ
ら
新
法
理
を
基
軸
と
し
て
法
構
造
の
在
り
方
が
よ
り
詳
細
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
分
野
と
も
そ
れ
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
本
論
は
そ
の
要
点
、
基
本
的
方
向
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
に
限
定
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
卯
討
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
人
労
働
者
の
増
加
、
高
齢
労
働
者
の
増
加
ｌ
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
に
対
応
す
る
社
会
保
障
法
の
法
理
や
構
造
に
も
た
ら
し
た
変
化
の
分
析
や
こ
れ
に
つ
い
て
の
将
来
の
展
望
を
行
っ
た
。
社
会
保
障
法
に
関
わ
り
を
持
つ
側
面
は
こ
の
三
側
面
に
は
限
ら
な
い
が
、
反
面
、
一
一
一
側
面
に
限
定
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
の
検
討
領
域
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
一
本
に
ま
と
め
る
と
総
花
的
と
な
り
、
い
き
お
い
、
概
括
的
な
検
3６
